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市政だより
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人口の動き

2・月 1日現在 前年比

人口計 67 ，9 3 3 + 9 8 

男 32，7 5 6 + 2 0 
女 35，177 +78 

世帯数 19，789 十 55 
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号加脅町色町宮品主号E
一第5田市民駅伝大会-

タスキを受けだ若者は仲間の声援を背に定りだ、しだ

あとは自分との闘いだ オキロがすぎだ 2キロ…... 3キロ……

このカーブを曲りきると 中継点へは一直線だ、最後の力を振り絞っだ

走り終えだ体には満足感ガ込みあげてきた 額には汗がひかっている

吹きぬけて行く風は冷疋い しかし 若者は uここちょい風H に感じていだ
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(2) 勺おむお市政だより昭和58年 3月1日
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昭和58年 3月1日

品
A
U

只シ守九ヨ
で一ゆ

な
弓
ω

ん
-Li

、

み

、勺

大
村
線
拡
沿
線
の
市
や
町
、

川

通
勤
・
通
学
利
用
者
の
頼
い

刷

も
む
な
し
く
¥
昭
和
田
年
3

M
W

月
に
地
方
受
通
線
と
し
て
選

一
平

定
さ
れ
早
く
も
2
年
ガ
経
過

一
4

し
ま
し
左
。

(

で
は
、
こ

れ

か

ら

話

疋

観

ち
の
大
村
線
H

は
ど
う
な
る

一
一憾

の
で
し
ょ
う

l
。

酌

私
だ
ち
の
足
と
な
っ

τい
駅

る
大
村
線
に
つ
い
て
、
み
ん

な
で
害
え
て
み
芝
い
と
思
い

ま
す
。

昭
和
幻
年
か
ら
で
す
の
で
、
も

う
初
年
も
彼
杵
か
ら
大
村
ま
で
通

勤
に
利
用
し
て
る
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。汽

車
を
利
用
す
る
の
は
、
ま
ず

運
賃
が
安
く
経
済
的
に
助
か
る
と

い
う
こ
と
と
、
，
時
間
が
正
確
な
の

で
安
心
し
て
乗
っ
て
い
ら
れ
る
か

大
村
線
の
ご
利
用
を

おむ

国
鉄
は
、
安
全
運
行
は
も
ち
ろ

ん
、
時
間
が
正
確
で
す
し
、
目
的

地
に
早
く
つ
け
る
こ
と
か
ら
、
通

勤
・
通
学
に
は
非
常
に
便
利
で
す
。

そ
れ
に
多
く
の
人
を
一
度
に
輸

送
で
き
ま
す
の
で
、
団
体
旅
行
な

ん
か
に
は
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。

大
村
駅
も
利
用
者
が
減
っ
て
い

る
の
が
心
配
で
す
。
も
っ
と
多
く

の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

お市政だより(3) 

大村釈長

本田多喜夫さん

大
村
駅
で
も
、
寝
台
券
、
特
急

券
、
指
定
券
な
ど
も
取
り
扱
っ
て

ま
す
。
時
間
は
午
前
日
時
か
ら
午

後

7
時
ま
で
で
す
の
で
、
是
非
ご

利
用
下
さ
い
。

ま
た
、
年
齢
が

2
人
合
わ
せ
て

回
歳
以
上
の
ご
夫
婦
を
対
象
に
、

国
鉄
全
線
を
グ
リ
ー
ン
車
で

7
日

間
利
用
し
て
七
万
五
千
同
と
い
う

「
フ
ル
ム
l
ン」
も
取
り
扱
っ
て
ま

す
。
発
売
は

3
月
白
日
ま
で
で
す
。

大
村
駅
か
ら
2
回
目
の
新
婚
旅
行

に
旅
立
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し

い
こ
と
は
大
村
駅
(
宮
②

1
3
6

0
0
)
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

大
村
線
は
ふ
フ
:
・

ー
利
用
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
l

い
の
が
、

い
ち
ば
ん
の
原
因
で
す
。

簡
単
に
言
え
ば
、
大
村
線
は

一
日

の
利
用
客
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

左
の
図
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う

に、

日
年
度
に
お
い
て
は
、
竹
松

|
諌
早
聞
を
除
い
た
全
区
間
が
、

基
準
を
わ
ず
か
な
が
ら
下
回
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

①
地
方
交
通
線
と
は

都
市
間
の
距
離、

一
日
の
隣
接

駅
間

(例
え
ば
大
村
i
竹
松
、
松

原
j
千
綿
)
の
旅
客
輸
送
密
度
な

ど
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
ま
す
。

ー
特
に
大
村
線
は
|

幹
線
鉄
道
網
の
路
線
と
主
要
都

市
を
結
ぶ
路
線
で
、
旅
客
営
業

キ
ロ
が
却
キ
ロ
を
越
え
、
隣
接

す
る
駅
の
す
べ
て
の
区
間
で
旅

客
輸
送
密
度
が
四

0
0
0人
以

上
あ
る
こ
と
。

と
い
う
基
準
に
あ
て
は
ま
ら
な

し、

山下繁美さん
東彼杵町

ら
で
す
。

初
年
も
利
用
し
て
ま
す
と
汽
車

の
中
で
の
友
人
も
多
く
で
き
ま
し

た
。
た
ま
に
は
、
帰
り
の
汽
車
の

中
で
酒
で
も
飲
み
な
が
ら
話
を
す

る
の
も
楽
し
い
で
す
よ
。

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
国
鉄
に
要

望
で
す
が
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
は

せ
め
て
2
両
位
、
車
両
を
増
や
し

て
欲
し
い
で
す
ね
。
竹
松
駅
か
ら

は
立
っ
て
い
る
人
も
多
く
な
る
ん

で
す
よ
。

長
崎
と
佐
世
保
に
子
ど
も
が
住

ん
で
い
る
の
で
よ
く
利
用
し
て
い

ま
す
。そ

れ
ぞ
れ

1
人
ず
つ
孫
が
い
る

の
で
顔
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
ね
。

汽
車
だ
と
ゆ
っ
く
り
座
っ
て
、

体
を
休
め
な
が
ら
行
け
る
の
が
い

い
で

S
ね。

そ
れ
に
、
私
は
大
村
湾
の
景
色

を
眺
め
な
が
ら
行
く
の
が
好
き
で

し
て
ね
、
汽
車
の
窓
か
ら
見
る
大
、

村
湾
は
い
い
で
す
よ
。

今
、
問
題
に
な
っ
て
る
地
方
交

通
線
と
い
う
こ
と
で
割
増
運
賃
に

①
地
方
受
通
線
に
な
る
と

o 0 

なけ民需j
ど。営増
がな運
考 ど賃
え への
ら の導
れ譲入
て渡。

ま貸
すし

付

~盃~
55年度

E三~
56年度

ま
すな

る
と
困
り
ま
す
ね
。
長
崎
や
佐

世
保
だ
っ
た
ら
汽
車
の
方
が
利
用

価
値
は
あ
る
と
思
い
ま
す
よ。

山道フミ 子 さん
上諏訪町

今
日
は
病
院
に
行
く
目
だ
っ
た

の
で
松
原
か
ら
乗
っ
て
来
ま
し
た
。

大
村
の
町
に
用
事
が
あ
る
と
き

は
、
ほ
と
ん
ど
汽
車
を
利
用
し
て

ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
汽
車
は
ゆ

っ
く
り
乗
れ
ま
す
し
、
私
た
ち
年

寄
り
に
は
い
い
乗
り
物
で
す
よ
。君!

佼
買

高
勝
一
昨

野
桝

本

諌
早
ま
で
通
学
し
て
い
ま
す
。

汽
車
は
時
間
が
正
確
な
の
で
安

心
し
て
家
を
出
て
こ
れ
ま
す
。

学
校
に
も
時
間
通
り
着
け
る
の

で
遅
刻
の
心
配
も
無
い
で
す
ね
。

汽
車
の
中
で
は
、
友
だ
ち
と
話

し
た
り
、
の
ん
び
り
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

大将駅の4日平均乗車
人員も減っています。

下の表にみられるように、

大村駅の乗車人員も年ごとに

減少しています。通勤・通学

には汽車をご利用下さい。

年度別乗車人員(1日平均)

大
村
線
を
守
る
に
は
・
・
-

l

み
ん
な
で
利
用
し
ま
し
ょ
う
|

利
用
者
の
国
鉄
離
れ
の
原
因

と

く

な

っ
て
来
て
い
ま
す
。

し
て
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
、
利
用
関
係
自
治
体
と
住
民
が

一

し
に
く
い
運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
が
考
体
と
な
り
国
や
国
鉄
に
働

え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
割
増
運
賃
き
か
け
る
と
と
も
に
、
大

が
導
入
さ
れ
る
と
、
利
用
者
の
国
村
線
を
利
用
し
て
実
績
を

鉄
離
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、

一
日
の
上
げ
、
私
た
ち
み
ん
な
で

輸
送
密
度
が
さ
ら
に
低
く
な
り
、
大
村
線
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

将
来
、
廃
止
な
ど
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

大
村
線
は
私
た
ち

の
重
要
な
生
活
線
で

す
。県

や
市
及
び
関
係

団
体
な
ど
で
も
割
増

運
賃
の
導
入
な
ど
が

な
い
よ
う
強
く
国
や

国
鉄
に
要
望
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
国
鉄
の

経
営
は
ま
ず
ま
ず
悪

朝
夕
の

通
勤
、
通

学
時
間
帯

に
お
け
る

長
崎
市
周

辺
の
幹
線

道
路
は
、

毎
日
の
よ

う
に
交
通

渋
滞
が
続

い
て
い
ま

す
が
、
地

形
的
な
問

題
も
あ
り
早
急
な
道
路
整
備
な
ど

の
対
応
も
難
か
し
い
状
況
で
す
。

6千人4千人/て
¥ 

松尾セノさん
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2千人

-3月10日-20日は強調旬間

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
道
路
交
通

の
教
訓
な
ど
か
ら
、
公
共
輸
送
機

関
の
効
果
を
高
め
、
少
し
で
も
道

路
混
雑
の
緩
和
を
は
か
る
た
め
、

マ
イ
カ
ー
自
粛
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

特
に
長
崎
市
方
面
へ
の
通
勤
、

通
学
は
、
な
る
べ
く
国
鉄
な
ど
を

利
用
し
て
、
運
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

国民年金保険料
4月から

定額月 5，830円

月6，230円
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嵐
図

ー劇
画

勺お お む

燃えあがれ若き情熱.グ
(2113 コミュニティセンター)

第19回青年団文化祭ガ開か i

れ、各団対抗♂室能大会や i

叡合戦で団員の親睦と、青!

年団のPRを行いましだ。
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※
物
品

(
文
具
・
燃
料
・
家
電
な
ど
)
指
名
申
請
書
受
付
中

% 
ま

さ古文書を通して
:」 郷土史を勉強しよう一
、~ (2116 市立図書館)

政 「古文書を読む会」ホ約30人の受講者を集

三里めスタート。参加者は大村藩番所記録のコピ

扇ーを教科書に、古文書に挑戦していました。

度
イ系
J¥ 

第32回郡市対抗
県下一周駅伝大会

(2/19 大村駅前・再スタート)

雪がちらつく 2月18日から20日までの3白

間行われまし芝。大村・東彼チームは全選

手ガ健闘し、堂々2位となり併せて躍進賞

も獲得しましだ。

γ
:
身
障
者
用
ト
イ
レ
・
電
話
ボ
ッ
ク
ス
が
完
成

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
身
障
者
用
ト
イ
レ
ガ
大

村
公
園
駐
車
場
に
、
ま
だ
電
話
ボ
ッ
ク
ス
ガ
市
役
所

前
園
道
側
に
完
成
し
ま
し
左
。
ど
し
ど
し
ご
利
用
下

さ
い。

f
‘t
i
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A題
字君主費量
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※
工
事
関
係
指
名
申
請
書
受
付
中

昭和58年 3月1日
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譲
健
一
コ

z
，s

O
父
兄
に
対
す
る
指
導
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ

申
込
方
法

3
月
刊
日
同
ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
国
立
長
崎

中
央
病
院
東
2
病
棟
へ
。

問
合
せ
先
国
立
長
崎
中
央
病
院

東
2
病
棟
(
宮
②
1
3
1
2
1
)

国
立
長
崎
中

央
病
院
で
は
、

ぜ
ん
そ
く
で
悩

ん
で
い
る
子
ど

も
さ
ん
が
、
身

心
の
訓
練
と
教

育
、
そ
し
て
治

療
に
よ
り
発
作

に
対
す
る
不
安

を
取
り
除
き
、

自
信
を
持
っ
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

体
験
入
院
を
募
集
し
ま
す
。

児くそんぜ回

「

広
、

ι句
込

警

第

♂
阪

勺おむ

ボク、 Tっと半分!!
今日もママと鬼ごっこ......

健康診査

お市政だより

4歳6ヵ月児

(5) 

% 

で

課

鶴務のひろば:震

期
日3

月
お
日
開
i
4
月
2
日
出

対

象

小

学
1
年
j
中
学
3
年
の

ぜ
ん
そ
く
児

定
員

ω人
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

内
容

。
身
体
的
鍛
練

冷
水
ま
さ
つ
、
ぜ
ん
そ
く
体

操
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど

O
発
作
時
の
対
処
の
仕
方

腹
式
呼
吸
、
排
茨
法
、
薬
の

正
し
い
使
い
方
な
ど

O
肺
の
機
能
検
査

循
環
器
模
診
結
果

1
月
中
旬
に
行
い
ま
し
た
循
環

器
検
診
の
結
果
は
、

2
月
初
日
ま

で
に
通
知
が
な
か
っ
た
人
は
、
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

者:昭和56年 8月生まれの幼児が

対象ですが、同年 3月-7月

生まれで、まだ健康診査を受

けていない幼児も受診して下

きい。

診査 日 3月18日幽・ 25日幽

受付時間:午後 l時-1時30分

場 所:コミュニティセンター

(市役所横)

持参するもの o母子健康手帳

O問診票(通知書に同封して

あります)

Oお子さんのハブラシ

~無料~

象対

固定資産課税台帳
の縦覧は…・-

-3月22日までですー

昭
和
同
年
度
の
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間

3
月
1
日
閃
j

n
日

ω

午
前
8
時
却
分
1
午
後
5
時

(
日
曜
、
祭
日
及
び
土
曜
の
午

後
を
除
く
)

場
所
税
務
課

昭
和
問
年
度
市
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
の
申
告
書
を
各
世
帯



受
診
さ
れ
た
と
き
は
支
払
い
が

必
要
で
す
が
、

そ
の
場
合
は
領

収
証
を
添
え
、
一
部
負
担
金
相

E

当
額
支
給
申
請
書
を
福
祉
課
社
自

会
係
に
提
出
し
て
下
き
い
。

E

;

f

l

-

ト

ー

;

h

|

※
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

一

i
m歳
邑
ぎ
か
ら
運
動
を
治
め
巴
|

E
t
i
-
-
E
U円、副訓=，、「
J

r
砂
司
叫
則
正
ヨ
司
ヨ
『
a
F
1
晶

U
A
f
k
U
4
，，F

一

小
佐
々
ハ
ナ
さ
ん
(
西
三
減
町
)

フ

ミ

乃
汁レ
F

一ト
E

/
行
き

f
.
0
)

聖
一
一
EEE-Fa
BE
E-

-
EE
E

忘
れ
ら
れ
て
月
1
回
の

さ
υ{
考
J

H

、

一一一

一

L
KE---F
A
i国
-
E・圃
圃

E--

舗

と

ご

?

に

一

一

一

言

通

轟

E
E
--

‘.... 圃E
E

育
大
学
に
参
加
し

d
問
の
人

一世以
J
ヤ
〉
防
l

一一
一

EE---費
EE------隠

た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動

t

{

〆
/

;

一一
一

守

守

du--理
的
臨
聞
j
園
開
閉
園
掴
園
掴
咽
掴
回
目

-E'か
す
の
が
最
大
の
喜
び
で
す
H

一一
一

叩…十一一

週
・
司
忽

μ・
圃
E
E・
E
・
-
E
E
E園
田
・
・
・
・
圃
司

一

一一二

一

lili--
J
llh
Z
I
BE
l
---圃と
語

る

。

保

田

・
調

理

員

な

ど

の

一

一

・

圃

・

園

，

.

.

.

.

.

.

 

，

ま

た
、
家
で
は
家
庭
菜
聞
も

代
替
登
録
職
員
一
一
円
晶
画
軍
司
圃
.，

u
u

一見
守
で

を

募

集

一

一

司

ae--悶
悶
民
B
E

臨・・・・
・・・・

H

運
動
を
や
っ
て
い
る
お
か

児
童
福
祉
施
設
な
ど
の
職
員
が
、

EF
Fjaa---盟

国

・

・

・

・

・

圃

げ
で
、
昨
年
、
昔
住
ん
で
い
た

き
臨
時
的
に
雇
用
す
る
保
母
、
調

-一

・
・
圃
園
周
凶
圃
・
・
・
・
・
曹
司
冨
司
唖
冨
ヨ
ヨ
司
ョ
ョ
は

も

、
全
然
痕
れ
ま
せ
ん
で
し
た
u

理
員
な
ど
の
登
録
制
度
の
申
込
者

一一

週
酒

量

雪

量

週

泊

費

掴
，

s
i
l
t
-
-
i
!
?iL
と
、
青
春
時
代
を
思
い
だ
し
瞳

を
受
け
付
け
中
で
す
。

千

2

月
8
日
か
ら
始
ま
っ
た
老
ら
し
い
も
の
は
や
ら
な
か
っ
た
が
、
を
輝
か
し
て
い
た
。

提
出
書
類

一
人
体
育
大
学
で
、
小
佐
々

ハ
ナ

臼
歳
の
時
始
め
た
ジ

ョ
ギ
ン
グ
が

η

健
康
の
秘
訣
は
、
早
起
き

O
履
歴
書
1
通

(
写
真
添
付
)

一
さ
ん
(
日
歳
)
は
楽
し
そ
う
に
き
っ
か
け
で
運
動
を
や
り
だ
し
た
。
を
し
て
、
体
を
動
か
す
の
が

一

O
保
母
、
調
理
員
な
ど
の
資
格
証

↑
体
を
動
か
す
。

こ
れ
ま
で
に
天
草
パ

l
ル
マ

ラ

ソ

番
H

と
語
る
小
佐
々
さ
ん
の
姿

の
写
(
現
在
登
録
し
て
い
る
一
一
小
佐
々
さ
ん
は
、
5
年
前
も
参

ン
な
ど
全
国
各
地
の
マ
ラ
ソ
ン
大
は
、
お
孫
さ
ん
の
言
葉
を
借
る

人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
)
一
一
加
し

η

今
回
で
2
度
目
の
チ
ャ
会
に
何
回
と
な
く
参
加
し

た

。

と

「ナ
ウ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

提
出
期
限

3
月
お
日

幽

一

一

レ

ン
ジ
で
す
々
と
張
り
切
っ
て
現
在
で
は
マ
ラ
ソ
ン
は
や
ら
な
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

提
出
・
問
合
せ
先

~

い
る
。

若
い
頃
は
あ
ま
り
運
動

い
が

H

運
動
で
汗
を
流
す
快
感
が

福
祉
課
児
童
係

F
M日
目

W
1
1
1
1
1
1
1
1M日
間

t
m日
目

1
M
M四
日
間

M日
四
日
開
閉
山

1
1
M
M問
H
W
M
l

※

N
H
K
公
開
録
画
「
お
か
あ
さ
ん
の
勉
強
室
」
講
師
神
津
善
行

(
%
コ
ミ
セ
ン

飢
餓
刊
科
1
2石
駅
枇
い
人
も
入
場
で
き
ま
す

)

(6) 

福
祉
の
ひ
る
服

康健者

健

爆
明

被

ι

u

~

 

2
月
1
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
老
人
保
健
法
は
、
被
爆
者
健
康

手
帳
を
持
っ
て
い
る
刊
歳
(
寝
た

二
}
存
じ
で
す
か

…
就
学
援
助
費
制
度

勺おおむ

お持ちの人も必要です~

市政だより昭和58年 3月1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

就
学
援
助
費
制
度
と
は
、
保
護

者
が
病
弱
で
あ
っ
た
り
、
職
業
が

不
安
定
で
あ
る
な
ど
の
経
済
的
な

理
由
で
、
就
学
に
必
要
な
学
用
品
、

通
学
費
、
給
食
費
な
ど
の
負
担
が

困
難
な
企
中
学
生
に
対
し
て
、
そ

の
事
情
が
良
く
な
る
ま
で
の
問
、

国
や
市
が
援
助
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
は
認
定
の
基
準
が

あ
り
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
た

量

き
り
の
状
態
の
人
は
臼
歳
)
以
上

の
人
も
対
象
に
な
り
ま
す。

ま
だ
健
康
手
帳

(医
療
受
給
者

証
)
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

は
急
い
で
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

交
付
場
所

福
祉
課

医
療
を
受
け
る
場
合

医
療
機
関
の
窓
口
に
健
康
保
険

証
、
健
康
手
帳
、
被
爆
者
健
康

手
帳
を
出
し
て
下
き
い
。

一
部
負
担
金

県
内
の
原
爆
指
定
医
療
機
関
で

受
診
さ
れ
た
と
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
指
定
外
及
び
県
外
で

上
、
就
学
援
助
対
象
者
と
し
て
認

定
し
ま
す
。

援
助
を
希
望
き
れ
る
人
は
、
各

学
校
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
庶
務

課
へ
遠
慮
な
く
お
申
し
出
下
き
い
。

⑬ 



昭和58年 3月1日

ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
ナ
ー

艶33京ナイター使用

録が必要です

おおむら

ゐιr 

登
録
内
容
責
任
者
、
保
証
人
2

人
、
チ
ー
ム
名
簿

ナ
イ
タ
ー
抽
選
日

5
日
ー
そ
の
月
の
日
日
i
月
末

分

別
日

1
翌
月
の
1
日
1
日
日
分

※
抽
選
日
が
土
・
日
曜
、
祭
日

市政だより(7) 

第

2
田
市
長
杯
争
奪

職
場
・
職
域
対
抗

サ
ッ
カ
ー
大
会

~体育課で受け付けます~

4
月
の
第
1
日
曜
は

n
大
村
市

民
サ
ッ
カ
ー
の
目
。
で
す
。

期
日

4
月
3
日
制

-m日
目

場
所
市
サ
ッ
カ
ー
場
(
浄
水
管

理
セ
ン
タ
ー
)
ほ
か

参
加
資
格
市
内
の
職
場
、
職
域

で
働
い
て
い
る
人

参
加
料

1
チ
i
ム
五
千
円

申
込
期
限

3
月
初
日
制

申
込
先
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
(
干

制
植
松
3
丁
目
的
、
宮
②
|

6

問
合
せ
先
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
、

教
育
委
員
会
体
育
課、潟、、

レ
一
一
ペ
イ
い
〉
H

R
-

一

対

2
月
日
目
、
一
六

O
O人
が
参

加
し
、
各
種
目
に
日
頃
の
健
脚
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

駅
伝
の
、
一
般
B
部
間
で
は
菅
一

瀬
と
西
大
村
中
が
激
し
い
戦
い
を

展
開
し
、
萱
瀬
チ
l
ム
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
優
勝
は
次
の
通
り

で
す
。

駅
伝
一
般
A

M

連
4
中
隊

〔ロ
l
ド
レ

i
ス
〕
小
学
生

-
年
貞
刈
卓
(
西
大
村
)

2
年
田
中
正
志
(
鈴
田
)

3
年
男
子
山
下
浩
二
(
三
浦
)

3
年
女
子
井
石
尚
美
(
三
浦
)

4
年
男
子
浜
口
大
樹
(
西
大

村
)

福
重
光
枝
子
(
放

虎
原
)

4
年
女
子

告
②
2
4
5
7

宮
(
⑥

lt
9
7
9

休い借
3 館 り資
月期 て料品
15聞い 整 Vト
日 る理倉台
(刈 図の早口
i 書た I~ 
25 は めよ」
日 お休ふ
幽 返館オ

ししヲ

E手

{ 

(
v
m
コ
ミ
セ
ン
臥
錫
.
刊
一
M
l
u
u
れ
れ

-F献
ぃ
人
も
入
場
で
き
ま
す
)

4月----g月週T回(月4回〉

午後6時30分----8時30分

市内に住んでいる人まだは勤め

ている人で3情味満¢温的青少年

無料(教材費は実費〉

3月31日開

勤労青少年ホーム

5
年
男
子

外
尾
義
満
(
旭
が

丘
)

倉
田
純
子
(
鈴
田
)

森
本
博
(
大
村
)

山
口
順
子
(
中
央
)

※
茶
の
間
の
放
送
利
用
「
く
ら
し
と
テ
レ
ビ
」
講
師
原
野
利
彦

の

と

き

は

翌

日

の

平

常

日

第

5
回
市
民
駅
伝
大
会

抽

i切
時
間

l
i

一
般

B
は
董
潮
チ

l
ム
が
優
勝

補
動
グ
ラ
ン
ド

l
午
後
2
時

郡
中
グ
ラ
ン
ド

1
午
後
4
時

場

所

第

7
会
議
室
(
別
館
4
階
)

※
抽
選
日
に
は
登
録
を
受
け
付
け

ま
せ
ん
。
前
月
ま
で
に
登
録
を

し
て
下
き
い
。

5
年
女
子

6
年
男
子

6
年
女
子

中
学
生

男
子
一
瀬
永
充
(
西
大
村
)

女
子
恵
崎
洋
子
(
西
大
村
)

一
般
女
子
上
田
由
美
子

勤労青少年ホーム

間

間

象

期

時

対

第9回大持金年含彊圏

3月刊日(日) 午後T時30分

市民会館

中地区紙結主人形

グループ展
3 月20日(日)~27日(日)

午前何時~午後5時

(最終日は午後3時まで〉

貞松ギャラリー

問合せ先:紙粘土人形グループ
(ft④-3297) 

受講料

申込期限

申込先

講 座内容
200円入場料

自種躍

連合婦人会作昂農・生活農・即売会A 

火

理

きもの着信け、生花A

車ヰ月

午前9時30分~午後4時

会員の学習活動の作昂展、生活展とチャリティー即売会(衣料

呂、食料昂ほか〉を開きます。多数ご来場下さい。

市民会館3月12日(土)
書道ぺン、コーラス、卓球水

※愛の献血運動も行います。ご協力をお願いします。

茶道、料理B

フラワーデザイン、生花B

木

金



ー碑，
z
p

戦
国
の
勇
士
を
杷
る

ー
菅
無
田
の
墓

l

山
の
和

西
三
城
町
林
田

一
彦

※
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
水
道
工
事
中
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

h

い
寸
れ
ず
⑬
1
1

以
上
の
女
性

、
第

包

固

仕
事
の
内
容

一

下
水
道
促
進
デ

i

ou数
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

一

標

語

募

集

結

果

o
消
費
者
と
し
て
の
意
見
、
要
望
、
厚
生
大
臣
賞

情

報

の

提

出

住

む

人

の

O
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
(
年
2
回
)

下

水

道

へ
の
出
席

。
そ
の
他

申
込
期
限

3
月
8
日

ω

申
込
・
問
合
せ
先

、
竹
松
出
張
所

Z
E
E
l

商
工
観
光
課
商
工
係

一
管

理

人

募

集

※

所

定

の
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

(8) 勺おむ

熱
意
ガ
伸
ば
す

全
国
の
豪
族
達
ガ
、
食
う
か

食
わ
れ
る
か
の
血
み
ど
ろ
の
戦

い
に
あ
け
く
れ
て
い
定
時
代
。

=
大
村
領
主
大
村
純
忠
も
、
間

Z

囲
の
敵
に
神
経
を
使
っ
て
い
だ。

E

一五
七
七
年
(
天
正
5
年
)

E

M

ば
用
、
肥
前
の
雄
、
龍
造
寺
隆

=
信
は
一
族
で
あ
る
鍋
島
飛
弾
守

Z

ら
の
率
い
る
約
八
、

0
0
0人
の
大
軍
を
も
っ
て
、
突
如
、
萱
瀬
の

E

朝
追
岳
に
障
を
は
っ
疋
。

Z

こ
れ
に
対
し
、
大
村
軍
の
最
前
線
で
あ
っ
疋
菅
無
田
の
砦
に
い

=

疋
兵
力
は
、
峯
来
女
を
将
と
す
る
総
勢
三

O
Oの
兵
で
あ
つ
だ
。

E

一応
、
今
富
城
に
退
く
べ
き
だ
と
の
声
ガ
出
だ
ガ
、
采
女
は
二

E

歩
も
引
く
べ
き
で
は

=

な
い
、
三
域
ガ
ら
援

E

軍
ガ
く
る
ま
で
踏
み

E

と
ど
ま
る
べ
き
だ
H

E

と
し
て
、
討
死
の
覚

=

悟
を
決
め
だ
。
龍
造

=
寺
軍
に
か
な
り
の
痛

手
を
与
え
だ
が
、
大

軍
の
前
に
、
全
員
壮

烈
な
戦
死
を
と
げ
る

0

4

フ
も
な
お
、
勇
士
を

杷
る
墓
に
は
、
香
葉

ガ
絶
え
な
い
。

毛
利
忠
義

島
根
県

大
村
市
優
秀
作
品

下
水
道
築
い
て
伸
ば
そ
う

町
づ
く
り

大
川
田
町
田
中
フ
ク
エ

下
水
道
伸
ば
し
て
広
ガ
る

お市政だより

管
理
人
室
の
間
取
り

6
畳
H
2
問
、
台
所
、

浴
室

入
居
条
件
配
偶
者
の
あ
る
人
。

平
日
は
午
後
5
時
か
ら
翌
朝
8

時
加
分
ま
で
、
土
曜
は
正
午
か

ら
、
日
曜
、
祭
日
は
終
日
管
理

で
き
る
人
。

申
込
期
限

3
月
日
日

ω

申
込
方
法

入
居
申
込
書
(
人
事

課
に
あ
り
ま
す
)
、
市
販
の
履

歴
書
に
〔
呈
具
を
は
っ
て
人
事
課

へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い。

問
合
せ
先

人
事
課
人
事
係

昭和58年 3月 1日
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社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
赤
水
清
春
(
本
町
2
丁
目
)

大
村
子
供
の
家
へ
二
万
七
百

九
十
七
円

清
和
園
ヘ

マ
高
原
生
花
庖
(
本
町
2
丁
目
)

正
月
用
生
花

一
式

マ
妙
宣
寺
住
職
、
同
立
正
婦
人

会
H
洗
剤
6
箱
、
み
か
ん
日

旬
、
餅
叩
比

マ
九
州
電
力
大
村
営
業
所
H

ス

ズ
ラ
ン

2
鉢

旭
が
丘
小
学
校
へ

マ
浦
田
繁
一
(
木
場
二
丁
目
)

十
万
円

芳
夫
)
五
万
円

マ
山
口
信
之
(
武
部
町
・
亡
母
ル

イ
)
十
万
七
千
円

マ
三
浦
浩
俊
(
諏
訪
2
丁
目
・

亡

妻
チ
サ
子
)
十
五
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
福
田
朝
徳
(
日
泊
郷
・
亡
父
文

雄
)
三
浦
小
へ
五
万
円

札
、
人
理叫
t
az
i
!
3
1
sS
F

}
般
寄
付
一

)

敬
称
略

ノ

語

、

、

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
真
崎
正
次
(
北
高
来
郡
森
山
町
)

一万
円

マ
妙
宣
寺
立
正
同
心
会
寒
修
行
団

H
五
万
円

香
典
返
し

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
村
上
文
子
(
杭
出
津
2
丁
目

亡
夫
秋
雄
)
五
万
円

マ
神
原
隆
芳
(
溝
陸
郷
・
亡
父

嘉
四
郎
)
五
万
円

マ
鮎
川
雄
二
(
北
九
州
市
八
幡

西
区
・
亡
母

ハ
ツ
)
三
万
千

円
マ
今
里
好
夫
(
古
賀
島
町・

亡

姉
緒
方
ヨ
シ
)
十
万
円

マ
川
内
テ
イ
(
原
口
町
・
亡
夫

義
雄
)
五
万
円

マ
梅
口
リ
ユ

(鬼
橋
町
・
亡
夫

敬
称
略

、
公
正
取
引
委
員
会

2
3
s

一
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

一

募

集

市
内
に
住
ん
で
い
る
却
歳

喜
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